
 

 

２０２１年１月２９日 

 

ＡＴＭ等タッチパネルへの「抗ウイルス・抗菌フィルム」の貼付について 
～新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取組み～ 

 

武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取組み  

として、２０２１年２月より、当行の全てのＡＴＭ等のタッチパネルに「抗ウイルス・   

抗菌フィルム」（商品名『リケガード
®
』）を貼付いたしますので、お知らせします。 

 

今回貼付するフィルムは、タッチパネルに付着するウイルス数の減少や菌の増殖抑制の

効果があり、ＳＩＡＡ（抗菌製品技術協議会）注の認証を受けております。 

 

当行は今後も、お客さまおよび行員の感染防止に積極的に取組み、皆さまに安心して  

ご利用いただける店舗づくりに注力してまいります。 

 
注 ＳＩＡＡ（抗菌製品技術協議会） 

適正で安心できる抗菌・防カビ加工製品の普及を目的とし、抗菌剤・防カビ加工製品のメーカー、

抗菌試験機関が集まってできた団体です。業界だけでなく、消費者代表、専門家および行政など

の幅広い意見を聞きながら、抗菌加工製品に求められる品質や安全性に関するルールを整備し、

かつそのルールに適合した製品の安心のシンボル「ＳＩＡＡマーク」表示を認めています。 

 

１．対象となる機器 

当行の全てのＡＴＭ（コンビニＡＴＭを除く）、両替機、入金機 約５００台 

 

２．実施時期 
   ２０２１年２月１日（月）より、順次貼付を行います。 

   なお、フィルム貼付済の機器には「ＳＩＡＡマーク」を表示いたします。 

 

 
 

   以 上 

 

 
報道機関からのお問い合わせ先 

営業統括部 大谷 
TEL（048）641‐6111（代）内線 2363 

マーク表示箇所 


